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2.4 徳島会場 

2.4.1 野球部活動での事故防止について 

 

（１）高校野球の安全対策 

・日本高校野球連盟の安全への取組は、1960 年の打者用ヘルメットの着用義務化からスタート 

した。 

・ヘルメットの着用義務化は、打者用から走者用へ、続いて耳付きヘルメットも片耳から両耳へ、更 

に 2022 年のシーズンインからは、あごガード付きヘルメットの使用が可能となった。 

・1974 年から導入された金属製バットについては、2024 年のシーズンから木製バットにより近い、新 

基準バットへの導入が始まる。 

 

図表 安全対策の経緯 

            

 

 

（２）事故防止対策 

①基本的考え 

・日々の練習で使用するグラウンドを大切にする。 

・練習開始前後のグラウンド整備は当然であるが、シートバッティングやシートノック時のイレギュラーバ 

ウンドをなくするため、守備練習では集中力を保つために、30 分間に 1 度のグラウンド整備に努める。 

 

 

 

ヘルメット年
打者の着用義務1960

走者の着用義務1965

打者(走者)の片耳付き着用義務1988

捕手の着用義務1990

打者(走者)の両耳付き着用義務1995

捕手のスロットガード着用義務1999

打撃投手のヘッドギア着用義務2001

ベースコーチの着用義務2009

あごガード付き着用可2022

金属製バット年

金属製バット導入1974

米国製バットを加盟校へ2本ずつ配布1974

通産省、安全基準を定める1974

甲子園大会で試合前にバット検査導入1985

音響基準対策品(103dB以下)のみ使用可1992

新基準(67ミリ・900g)バットの導入2001

新基準(64ミリ未満)バットを加盟校へ配布2023

新基準バット導入2024

パネリストによる講演 

「野球部活動での事故防止について」 

 

 小倉 好正    
    

日本高等学校野球連盟理事 

  

 （略歴） 
愛媛県高等学校野球連盟の理事や愛媛県立松山西中等教育学校校長、公益財団法人日本高等学校野球連

携事務局長等を歴任。 
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・野球選手にとって大切なことは、選手の分身である野球用具を大切に使うことである。 

・故障した用具・防具を使用すると大きな事故につながるため、毎日の各自の用具の点検は欠かせな 

いが、全員で使用する用具・防具の点検も行い、点検した用具・防具を正しく使用する。 

 

②個別の防止対策（注意点） 

・防護ネット（ほころびや穴の点検） 

・バッティングマシン使用時の防護ネット（ボール補球者への防護） 

・ティバッティング時の防護ネット（カーテン式ネット、トスをあげる部員はマスク着用） 

・ヘルメット・ヘッドギア（耐用年数の厳守、強度の確認、打者用と投手用の正しい着用） 

・自転車通学用ヘルメット（着用の努力義務） 

・アイガード・フェイスマスク（個人ノックやバンド練習に効果的） 

・脱臼した歯の救急対応（保存液の携行） 

・マウスガード（歯、口のけが防止に効果 

・ＡＥＤ（パッドの保証期間を確認、設置場所の確認） 

 

③熱中症対策 

・健康観察やチェック（生徒への健康状態の聞き取り調査を行うことが必要） 

   昨夜はよく寝れたか 

朝食はいつもどおり食べられたか 

頭痛、吐き気、下痢、発熱、気分の不良などはないか 

地方大会で足がつるなど、熱中症の症状を経験したことはないか 

・手掌冷却 

体温の上昇を抑えるため、手のひらを冷却することで深部体温の上昇を抑える効果がある。 

・クーリングタイム（第 105 回全国高校野球選手権大会で採用） 

   １０分間ベンチ内で、身体を冷やす時間を確保する。 

 

④投手の投球制限 

・投手の肩・肘の関節機能検査 

・投手の投球制限の検証（公式戦での 1 週間 500 球以内のルール） 

 

＊安全対策は、「選手の健康管理」・「練習前の用具点検」・「集中力を切らさない」ことが一番の事故防 

止対策である。 

  



 

65 
 

２ パネリストによる講演  徳島会場 

 

（３）発表資料 
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2.4.2 傷害予防の基本的な考え方（３つの E） 

 

（１）科学的な傷害予防 

水泳中の事故に対して、テクノロジーを活用した傷害予防が進んでいる。 

 

（２）予防策の検討：見逃しが起きる原因と考えられる対策 

①プールに入っている人数が多過ぎ、監視人数が少ない場合の対応 

・プールに入る人数を制限する→授業時間が決まっており難しい。 

・監視人数を増やす→人の確保を検討する必要がある。 

・１人が監視する範囲を設定する→人の確保を検討する必要がある。 

・センサを使う→導入とメンテナンスのコスト検討が必要。 

 

②水面の反射で水中が見えなくなる場合の対応 

・監視の仕方（移動しながら、視線の高さ）を設定する→人の確保、監視台設置の検討が必要となる。 

 

（３）科学的な傷害予防の手順 

図表 科学的な傷害予防の手順 

           

 

 

 

  

パネリストによる講演 

「傷害予防の基本的な考え方（３つの E）、学校でのスポーツ傷害予防」 

 

 北村 光司    
    

産業技術総合研究所人工知能研究センター 
      コンピューターサイエンス 

 

 （略歴） 
デジタルヒューマン工学研究センターの主任研究員を経て、現在、同研究所情報、人間工学領域の主任研究

員として、人間工学的なアプローチと人工知能技術を活用した、子どもの傷害予防、高齢者の傷害予防等の研

究。 
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（４）３E アプローチ 

「変えたいもの」を変えるための ABC 理論を活用する。 

何を変えるか、変えられるものは何か。 

 

図表 ABC 理論 

  

 

①傷害予防のために変えるもの（３E） 

●環境（用具）を変える：Environment 

●教育（児童生徒、教員）：Education 

●法律・安全基準・ルールの作成・改良：Enforcement 

 

②３Ｅで細分化して要因を分析 

●環境に関する要因 

（置かれていた物、床など構造物、使用するスポーツ用品、人が身に着けていたものなど） 

●教育に関する要因 

（リスクの認知、子どもの特性の理解、ルールの理解、知識を得る機会の有無など） 

●ルール、マニュアルに関する要因 

（ルールやマニュアルの有無やそれらの内容など） 

 

＊変えられるものを見つけることが重要 

 
③データに基づく障害予防の例：サッカーゴールの転倒事故の予防のために何が変えられる？ 

●サッカーゴールにぶら下がらない教育（教育）をする。 

（リスクを児童・生徒に伝える。） 

●サッカーゴールを固定する（環境を変える、教育）。 

（杭で固定する。100kg 以上の重りで固定する。） 

●サッカーゴールを運搬する際は、運搬車を使用する（環境を変える、ルール）。 

（専用の運搬車で運ぶ。人手で運ぶ場合は人数の決まりを決める。） 

 
  

•重症事故の数
•事故死の数

多くの場合、
そのままでは制御困難
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（５）発表資料 
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